
令和元年度第四回新座市議会定例会一般質問通告書 

 

1.AI－OCR、RPA等の全庁的な活用による業務効率化について 

実証実験を踏まえて現在検討中の業務の削減効果はどのくらいか、今後どのような業務で活用でき

るか、保健センター等、全庁的な活用ができるようになるのか、伺います。 

 

2.第 5次新座市情報化推進計画の進捗状況について 

CIOの設置を含む組織体制の見直しを検討するとあるが、進捗状況を伺います。また、ITガバナン

スの確立、職員の情報リテラシーの向上についてはどのようにすすんでいるか、課題は何かについ

て伺います。また、全庁的な情報システム関係の人材育成と人材確保が必要と考えるが、市の見解

を伺います。 

 

3.新座市公衆無線 LAN（Wi-Fi）整備方針について 

来年のオリンピックパラリンピックでの外国人対応として、また災害時の対応としても重要な

Wi-Fiの整備について、方針に沿って整備が進んでいるか、進捗状況と課題、今後の進め方につい

て伺います。 

 

4.デジタルサイネージの設置拡大と非常時の活用について 

平常時は市のお知らせや広告で活用しているデジタルサイネージが災害発生時に即時に切り替わ

り災害情報を発信することができるシステムが開発されています。市民の命と安全を守るため、各

公共施設へのデジタルサイネージ設置拡大と非常時の活用について検討すべきと考えますが市の

見解を伺います。 

 

5.ゾウキリンを使った製品の集約と販売について 

障がい者施設等で作成販売しているゾウキリンを使った製品について、市民の問い合わせが多く、

市で作成している以外のゾウキリングッズも一緒にしたコーナーを設置してほしいというお声も

あります。第二庁舎のコンビニエンスストア、観光プラザでの販売、市イベントでのゾウキリング

ッズの店舗設置等で集約して販売できないか、市の見解を伺います。また、ネットでのゾウキリン

グッズ販売でも集約して販売できないか伺います。 

 

6.一時停止等の安全対策とゾーン 30設置について 

交通死亡事故のあった野火止 7丁目地内の道路について一時停止等の安全対策を施すべきです。同



じく新座市道第 41－103 号線と 41－11 号線の交差点も事故が多く、一時停止等の安全対策が必要

です。また、国道 254から二つの大型家電店の間の道を入って一つ目の交差点での安全対策として

の一時停止規制もお願いします。県からゾーン 30 設置の提案を受けた一帯だと聞いていますが、

何故未だに設置されていないのか、伺います。 

（資料要求：県から示されたゾーン 30の設置図） 

 

7.年金支給支援事業について 

北本市では、年金受給資格期間の 25年から 10年への短縮で該当する生活保護受給者の申請手続き

を社会保険労務士に委託し 4800 万円の生活保護費の削減ができたと聞いている。本市でも実施す

べきと考えるが市の見解を伺います。 

 

8.働くときの基礎知識を伝える出前授業について 

全国社会保険労務士会連合会では働くときの基礎知識という冊子を作成しています。また、埼玉県

社会保険労務士会では中・高校生への出前事業を行っています。本市でもこれから社会にでる若者、

バイトを始める若者に対し、社会でのルール、心構え、自身を守る労災等の制度、困った時の相談

先などについて周知すべきと考えますが市の見解を伺います。 


